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生命は、外界からエネルギー源（食物）を摂取し、水によってエントロピー（秩序・廃熱）
を制御する熱機関（Engine：外部入力から目的出力を生み出す系）であり、さらに自己複
製を繰り返しつつ、生かされるシステムです。常時、多くの体内組織を再生しながら生き
て行き、また、世代を交替して行きます。
進化の過程を振り返っても、「食」は生きることの原点です。クラゲのような原初的な生命
からヒトまで、その基本は変わりません。最近の分子生物学から、現存するナメクジウオ
（５億年前のハイコウエラの化石と類似しています）は、ヒトの遠い祖先だとわかってきま
した。まだ、はっきりした目も脳もありませんが、その先には環境に、より広く適応した
多くの種が誕生し、脊索は硬い脊椎へと、神経核（神経回路が集まったもの）は大きな脳へと、
少しずつ進化して来ました。
爬虫類の脳に似た脳幹は生きるために必須な呼吸・循環系の制御を、その外側に進化した
大脳辺縁系（古い皮質）は本能・情動を司ります。食欲中枢も大脳辺縁系の中心部に存在
します。さらにその外側に、霊長類で特に進化した大脳新皮質（新しい皮質）が存在します（図
１）。大脳新皮質は、感覚器（視覚・聴覚・触覚・味覚・嗅覚）で捉えた外界の情報を、記
憶や意識など脳の内部世界と照合し、意志決定・未来予測・行動判断などを行います。「感
性」は大脳辺縁系に、「知性」は大脳新皮質に深く関係します。
人間にとって大切な社会能力（Social Abilities: 協調性・共感性・思いやり等々）は、進化
した脳の総合的な機能として考えられ、その獲得には学習と教育が大切であることが分かっ
てきました。特に「食育」は、「知育」「体育」「徳育」に関するすべての出発点として関わっ
て来ます。人との関係性を大切にする食育から、幸せな未来が始まると言っても、過言で
はないかもしれません。
要旨
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　只今ご紹介いただきました、小泉でございます。井形先生、大変過分なご紹介を頂戴いたしまして、
本当にありがとうございました。それから、このような貴重な機会を与えて下さった足立先生にも、
心から厚く御礼申し上げたいと思います。
　最初に、貴大学の 10 周年本当におめでとうございます。
　本日頂戴いたしました演題でございますが、これは足立先生から頂戴をいたしまして、「脳は “ いっ
しょの行動 ” で育つ」です。大変に難しい題目でございますが、浅学菲才ながら、できる限り役目を
務めさせていただきたいと存じます。
　最初のスライドでございますけれども、題
目が「要素還元論から俯瞰統合論の時代へ」
というふうに書かせていただきました。これ
は私共がずっとこういうような考えで、この
約 20 年位やらせていただいておりますが、こ
れは 21 世紀がそれまでの要素還元、つまり、
物事を分析的に捉えてですね、要素にまで分
解して、それで要素間の因果関係を明確にし
ていく。これが科学、Science の基本的な営み
でございますけれども、この 21 世紀は、さ
らに個々の要素が少しずつ分かってきた中で、
それを横に展開していく。そして統合していく。
こういう仕事がとても重要になるというふうに考えてきたわけでございます。
　この中で、Trans-disciplinarity という、こういう考え方を提唱させて頂いておりますが、これは多
くの異分野を架橋・融合して、新科学技術・新産業を創生する、こういう営みだと。科学技術と人文
学、社会科学を架橋・融合して、新しい分野を創生する。さらに、研究と実践現場を架橋・融合すると。
これもとても大事で、今日のお話でも、研究者とそれから実践現場の方々のシンポジウムがあるとう
いふうに伺っておりますが、この点も大変重要で、現場の暗黙知からこれが形式知の形へ太系化され
る。このプロセスが、ますます重要になってくると考えております。
　右側はそれを図示したものでございますが、従来、インターディシプリナリーとか、或いはマルチ
ディシピナリーということで、多くの分野それぞれが協力することが重要だということがよく言われ
ますが、ここに書きましたように、一つの平面の中でそれらは起こってきた。それがいままでの歴史
でした。それをさらに三次元的に考えまして、スパイラルとして、スパイラルアップスして、その先
脳は “いっしょの行動 ”で育つ
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に新しい分野がイマージする、すなわち創発すると。こういうプロセスを、トランスディシプリナリ
ティー（Trans-disciplinarity）という考え方で表しました。これはいろんな分野に適応ができますけ
れども、私共はまず脳科学と XYZ という形ですね、Brain-Science&XYZ ということで、脳科学の応用
分野、これに適応してまいりました。脳科学と医療でも、特に精神医学を含む分野であります。それ
から、脳科学と情報通信、ロボティックス、教育、社会、経済、倫理、芸術、生存規範、こういう様
な色々な分野が脳科学と結合して、新しい領域を作っていく、とそういうふうに考えております。
　例えばなのですが、この脳科学と人文・社
会科学の架橋融合分野といたしまして、この
「脳科学と教育」。今日はこの点についても少
し詳しく述べさせて頂きます。なぜならば食
育、共食はこの分野に非常に関係してまいり
ます。また、同時に関係いたしますが、脳科
学と社会、或いは、今日はあまり深入りをし
ませんが「脳科学と倫理」、「脳科学と芸術」、
「脳科学と経済」、「脳科学と言語」、「脳科学
と宗教」、「脳科学と社会規範」、「脳科学と安
心・安全」、こういう形です。色々な新しい
分野というのが実際に研究、或いは実践して
いくことが可能だと考えています。
　ここで脳科学というのは、少し広い意味で使っておりまして、ニューロサイエンス（神経科学）とい
う狭い意味ではなくて、脳と心に関する多くの分野を包含する概念として捉えさせて頂いております。
最初に、「脳科学と教育」という分野についてお話しをさせていただきます。この分野を始めるにあたり
まして、学習と教育という概念をもう一度再定
義をする、これが必要になってまいりました。
そこで、学習というのは生物学的に、もう一度
定義を考えてみますと、ここでは環境、自分以
外のすべてという意味が環境にはございます
が、環境からの外部刺激によって、中枢神経回
路を構築する過程であると。この回路を構築す
る過程は、新しいシナプス（神経間接続部）を
形成したり、或いはシナプスの伝達効率を改善
すると、こういう内容でございます。
　また、教育は外部刺激を制御・補完し、学
習を鼓舞する過程、と再定義することが可能
になります。そういたしますと、従来の教育学、保育学で、色々扱ってこられた内容につきまして、
この様な視点で、生物学的に議論をすることが可能になってまいります。
　今日、後でお話ししますように、このとき学習ということには広義の報酬系が大変重要な役割をし
ていると。ここにまた、食育ということも直結してくるわけであります。このように捉えますと、こ
図 3
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の学習と教育というのが、生から死への一生を通じた包括的な概念として捉えられます。これは、次
にまたご説明いたします。また、なぜこの様な生物学的な定義を最初に持ってきたかと申しますと、
自然科学で学習・教育を扱えるように、価値観を別に対応させるということです。教育というのはも
ともと人文学、或いは社会科学の分野でしたから、価値の問題というのが大変重要でございます。でも、
自然科学で取り扱おうとすると、この価値の問題が入ると極めて難しい。例えば教育でも、戦前と戦
後でまったく逆のことを教えるケースもあると。そういう場合は、自然科学では扱えないわけですね。
そこで、新しい定義が必要になったわけであります。
　しかしながら、価値の問題というのも、これはもちろん極めて重要でありますので、それは別途切
り離しまして、「脳科学と倫理」という形で新しい分野をスタートさせました。10 年位前から色々と
活動しておりますけれども、今、世界的な一つの研究の潮流にもなってきております。　
　ここに、その一生を通じた学習・教育の概
念というのを、脳機能ということをベースに
して述べさして頂いております。物理学では
よく使う手法でありますけれども、ログスケー
ルというのを使います。あまりこの保育とか
教育では使わないかもしれないのですが、誕
生の時点そして死に至る時点、この間をログ
スケールで、ここが 1 歳、10 歳、ここが 100
歳と、こうやって見ますと全体が見やすくなっ
てくる。特に、学習の一番最初のポイントは、
先ほどの神経の結合でありますが、これが実
は遺伝子の情報で大雑把にどんどん作られる。
そして、環境に適応するように、刈り込まれていく。これが刈り込み、つまり脳の中で環境に適応す
るように自然淘汰が起こる。こういうプロセスです。
　一番最初の誕生の時点から、自然環境から学習をする。愛着、或いは空間認知、視覚、概日リズム、
睡眠リズムを含めて、食育でも出てくるこの体内時計ですね。こういうものも、今までは遺伝子で決
まっているのかと思われていた部分が随分あるのですが、実はそうではなくて学習のプロセスだとい
うのが、最近日々に明らかになってきております。音楽とか言語学習も、直接関係してまいります。　　
さらに年齢が上がってまいりますと、療育とか治療、リハビリテーション、こういうことも基本的に
考えていくと、先ほどの生物学的な定義の学習教育で考えることができるわけです。学校教育もそう
ですし、それからさらに社会の色々な組織、政治組織、経済組織、それらの維持・発展ということに
つきましても、この学習と教育というのが極めて重要になってまいります。
　このような考え方で、日本の政府も関心を持って下さいまして、一番最初は 2000 年に 4 日間の国
際シンポジウムを大磯のプリンスホテルでやらして頂いたのです。
　この 2000 年のシンポジウムに、省庁の方々が休日にも関わらず、出席して下さいました。そこ
から急速に動きが出てきました。翌年にはすぐに社会技術振興機構、JST の方で、公募型の 12 テー
マ、脳科学と教育というのがスタートいたしました。この先途研究タイプのものでありますけれども、
この後、文部科学省に脳科学と教育検討会というのが発足いたしました。2002 年であります。座長
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は伊藤正男先生、そしてワーキンググループの主査を私が務めさせていただきました。最終報告が
2003 年 7 月に行われました。
　この後いくつかの国家的なプログラムがスタートしたわけであります。特に、この JST の中で私が
直接統括をやらせていただいたのは、この脳科学と教育。さらに大型化され、これは「脳科学と教育Ⅱ」
というふうに呼んでいるもの、さらに「心身や言葉の健やかな発達と脳の成長」という形で、高度研
究を含む大型のプログラムがスタートいたしました。
　さらに、後でご紹介いたしますけれども、OECD 加盟 30 国でございます。そこでも Learning 
Sciences & Brain Reserch というのが、ほとんど同時期に、1 年後の、2002 年からスタートいたしま
した。これは日本国内で行われたものでございまして、特に直接関係させていただいた科学技術振興
機構のもの、この他に理研でも伊藤正男先生が力を入れられまして、大きなプログラムを並行して推
進されておられました。
　これは科学技術振興機構の、いわゆる国家プロジェクトに近いものでございます。全部で 19 プロ
ジェクトが並行して進みました。一件が 1 億円からだいたい 4 〜 5 億円、一番大きなものがだいたい
30 億円近いものも一つございました。こういう形で 2000 年から 2010 年にかけて、10 年間進行し
てきまして、現在はすべてのプログラムが終わりまして、さらに色々なプログラムへと発展しており
ます。
　この文部科学省の「脳科学と教育」検討会で
は、かなり慎重に、何を研究すべきかについて、
先生方が議論されました。そして、最初は検討
会内部での討論をし、ある程度進んだところで、
外部の専門家のご意見も詳細に承りました。ま
ず脳科学研究の専門家 59 名からご意見を拝聴
して、さらに教育の研究者 66 名からご意見を
拝聴いたしました。そして、その全体のご意見
を一冊の報告書にまとめました。
　横軸に社会的重要性を、縦軸に緊急性を取
りまして、それぞれのテーマがどこに、相当す
図６ 図７
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るかということで、全体像が見えるようにいたしました。そして、このプログラムの中ではこの黄色
で書かれている部分が大項目でありますが、細項目の一部としてこの青色で表示しているもの、それ
ぞれが先ほどの 19 プロジェクトの中に入ったわけでありますけれども、このように社会のニーズに
対して、何を研究し、何を研究すべきかと、ここからスタートしたわけであります。この中を見てい
きますと、本日のテーマである食育、或いは共食という概念と関係深いものも色々とございます。或
いはほとんどが関係していると言って良いかもしれません。
　こういう様なプログラムをスタートするときに、特にコホート研究（前方視的集団追跡研究）とい
う時間に沿って子どもたちを生まれてから、私共の場合は 3 歳半まで、まずプロトタイプの研究と
してコホート研究をやったわけです。非常に厳密な、いわゆる誕生コホート研究を実施しました。そ
れが今は非常に大きな研究になり、研究費も付き、しかも環境省を中心に、厚労省、文科省の合同で
エコチル調査という形で進んでおります。現在も継続されています。
　特に私共、議論を重ねていわゆるリサーチ
クエスチョンという、何を知れば良いのかを
明確にすることに留意しました。その中で一
番重要なテーマとして選んだものが、子ども
を取り巻く社会環境の変化、これに対して子ど
もたちの脳や心身がどう変容を遂げつつある
のかについて検討することです。さらに、そ
れに対して色々関係したプロジェクトがあり、
例えば、世界的問題になっております発達障
害に関するもの。これも色々なプロジェクト
がありました。遺伝か環境かということをもっ
ときちんと調べるために、大変大がかりな双
子に関する研究についても、慶応大学が中心にスタートされました。現在、都市部では特に顕著であ
りますけれども、我々日々感じます変化の大きなものといたしまして、情報化、バーチャルなデジタ
ルメディアが大変に普及して、私たちの生活というのは、これがだんだんベースになりつつあります。
　それから同時に、この情報化とも実はリンクした話なのですが、個人化ということが進んでいます。
核家族化、少子化、他者との疎遠化、それからさらに、日本のちょうど成長期に符合いたしまして、
効率化ということが大変重要なものであるというふうに認識されていたわけですね。
　それから、ある意味で効率が良ければいいと、みんなそこに邁進する。これは価値観の矮小化とも
とれるわけでありまして、何をやれば良いかというと利便性の一辺倒ということになって、手段と本
来の目的とするものがかなり錯綜している。これは現在も続いていると思います。私たちは何を本当
に求めているのか、何が実現できたらみんなが本当に、本当の意味で豊かな生活を送れるのかと、そ
こが本当の目的なのですね。ですから、デジタルメディアにしろ便利なものというのは、すべて単な
る手段だと、この視点が大変重要だというふうに考えております。
　この中で、今の研究を特に社会能力というのを研究するということを決めたわけでありますが、こ
の社会能力というのは Social abilities ということで、分かりやすく申しますと、他者とともによりよ
く生きる力というふうに考えて研究を進めました。この社会能力というのは、大きくなればなるほ
図９
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ど発達する人は発達するわけです。小さいと
きにもその芽生えがあります。その芽生えを
precursor、前駆的要素というふうに言います
けれども、それには例えば愛着とその発達、
睡眠リズム・生活リズム、行動力・抑制力、
学ぶ意欲・情熱、言語獲得・その発達と応用、
心の理論・読心、協調性・共感性、こういう
ことが広く基礎になって、初めて社会能力と
いうのがだんだんと完成されていくわけです。
これをもう一度見ますと、この前駆的要素も
多くがこの共食、食育という概念に関係して
いることが、皆様もお分かりだと思います。
　ここで、心の理論ということです。　ご専門の方には非常に日常的な概念かもしれないですが、私
も最初この言葉を聞いたとき戸惑ったので、簡単にご説明を申し上げたいと思います。その、心の
理論というのは Theory of Mind ということで、非常にポピュラーになっているのですが、心の理論
というと何かちょっとピンとこないところが
あるのですね。それで、なぜ心かということ
で、じゃあ、物の理論を考えると、少しわか
りやすいのではないかと考えました。例えば、
野球の選手が高いフライが上がった時、それ
を捕まえようとして走ります。外野手が走る。
その時には、風が吹いていれば風によってボー
ルが流されることも全部計算に入れながら、
それをほとんど無意識に感じながら、ボール
を最終的には捕むという。この練習を積み重
ねるわけですね。このボールの運動というの
は、風が吹く場合、それからバットがどのく
らい強い衝撃を与えてどの角度で飛ばしたか
ということで、全部運動方程式で解ける話です。ところが、心の理論というのは、例えば私がどなた
か女性の方とお話しをして、こちらは気持ちよくお話していたのに、急に相手の方が、手を出してき
て私の頬をピシャッと叩いた。すると、相手は怒ったと思う。これは運動方程式では予測できないわ
けですね。それは、もしそういうことが起こったとすると、私が相手の女性の方の気持ちを理解して
いなかったと。それで思いがけないことを自分は経験するということに至るわけです。そういう様な、
相手が何をどう考えているのか、どういう気持ちになっているのかと、それを知るということが心の
理論ということで、心理学でも色々と研究されてきました。この心の理論が未発達だと、相手の立場
に立てないと。これはすべての社会性の基礎になってくると思います。
　この心の理論、それも心理学でいう心の理論というのも色々ありますけれども、そのもっと深い意
味での心の理論というのが、私たちにとっては極めて大事だと思います。そこに、足立先生が考えて
図 10
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おられる共食という概念が非常に強く関係し
てくると考えております。
　この心の理論というのは、脳科学でもずい
ぶん研究されて、最近では古い心理学の概念
から、もう少し発展して Mentalizing という別
の言葉でも呼ばれるようにもなりました。相
手の心を読む能力ということです。典型的な
のは、自閉症症候群の場合はこの能力は欠如
いたします。高次自閉症といわれるアスペル
ガーのような場合でも、皮肉は苦手なようで
す。実は私も皮肉を言われてつい真に受けて
しまうということがあってよく笑われるので
すが、アスペルガーの気があるのかと思って、自分でチェックしたのですが、一応まあ平均レベルで
大丈夫だったということでした。
　この自閉症症候群の場合は、この相手の気持ちを読むということがとても苦手です。特に、アスペ
ルガーの場合は皮肉になるとほとんど理解できないということが分って、これはこの研究プロジェク
トの中で出てきた知見でございますけれども、診断にも使えるということが分ってきました。心の理
論というのは、ここの内側前頭前野というこの辺りが活動してやっていることなのですが、さらに皮
肉になるともうちょっと違うところも動くということも分って、これもまだ研究の途中段階のもので
ございます。
　とにかく、そういう相手の心を読むという
のも、脳の活動として大変重要なことです。今
日は時間の関係であまり詳しいことには立ち
至らないのですが、世界的にもこの研究は、同
時に何箇所かでスタートいたしました。これ
は OECD のシンポジウムで、「OECD フォーラ
ム」といって毎年パリで大規模にやっている
ものです。これは 2002 年のものです。この
時 の テ ー マ は、「Security,Equity,Education & 
Growth」でした。ここで Security とは安心安
全のことですね。それから平等、教育、そし
て発展。このテーマで行われて、私も一週間
出席をいたしました。この Security でも Equity でも Growth でも、もう大変な激論でした。世界中の
多くの国が集まりますと、色々と利害が対立します。でも最後の結論のセッションにそれぞれ出てみ
ますと、どれもが最後は教育だと、そういう結論でございました。結論は、教育がすべての核になる
わけですが、この時、この教育というのがもともと 4 つのテーマの一つであったのです。基調講演は
Laura Bush さんがなさったのですが、皆様もご存知かと思いますけれども、Bush 大統領の奥様ですね。
学校の先生をなさっていたので、大変教育問題に興味をお持ちです。そして、教育こそまさに諸問題
図 12
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の扇の要だという、そういう基調講演をなさいました。大変に優れた基調講演だったと思います。
　これは、終わってからハイライトという形
で OECD から出版された冊子でございます。 
ハイライトの中に、この「Brain & Learning: A 
Revolution in Education for the 21st Century」、
“ 脳と学習、21 世紀の教育革命 ” ということ
で取り上げられております。これを Bruno 
Della-Chiesa さんという方が、全体を取りまと
めました。非常に一生懸命 10 年間やってきた
人で、今でもハーバードで教えながら、この
テーマを続けておられます。
　さらに、この OECD の研究プログラムから
成書が出版されました。これは日本語にも訳
され、6 か国語で出版されたのです。かなり
早い時期に、この概念自身を多くの方に知っ
ていただこうということで作られた本であり
ます。さらに続編が2007年に出版されまして、
これも日本語になりました。私は両書を監訳
をさせていただきました。出版後、あまり時
間が経っていませんが、すでに 3 刷りに入っ
ておりますので、かたい本としては極めて多
くの方が読んでくださっているという状況に
あります。
　もう一つ、また別の動きを紹介します。先ほ
ど井形先生がご紹介下さりました、バチカンで
法庁アカデミーの 400 周年のシンポジウムが
ございました。400 年前にはガリレオ・ガリレ
イも、このアカデミーにしばらく属していまし
た。そういう世界で最古の科学アカデミーであ
りますけれども、400 周年という節目にあたっ
て、今喫緊の課題を議論する上で、何がテーマ
として良いかと、それをアカデミッシャンの
方々が議論されたそうです。最終的に決まった
のが、この記念テーマとして「Mind, Brain and 
Education」ということで、“ 心、脳、そして教育 ”
になりました。この時、先ほどご紹介にありま
したように、たまたま日本で早くからやってお
りましたので、日本からもということで、ここでお話しする機会を賜ったわけでございます。
図 14
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　 こ の 後、 こ れ を 国 際 学 会 に し よ う と い
う こ と で、 ハ ー バ ー ド 大 学 で、「Launcing 
Symposium」が開催されます。その立ち上げ
の会というのをやって、その時の写真です。
人数はそんなに多くないのですけれども、こ
ういうことをやろうとしている中心的な人た
ちが集まっています。教育学、保育学、そし
て脳科学、そのほか哲学者も入って立ち上げ
の会を行ったのが、2004 年の 10 月でありま
した。
　さらに、この学会は国際学術誌を出そうと
いうことで、「MIND,BRIN,AND EDUCATION」
が出版されました。これは、自然科学と人文・
社会科学の架橋・融合のプラットフォームが
必要だと、そういう皆さん、私も含めてその
思いから出版した本でございます。
　最初のこれは創刊号の論文、2007 年で
す。「Why Mind,Brain,and Education? Why 
Now?」ということで、なぜ今この心の教育
という分野が必要なのかということで、その
創立メンバーでこれを発表したのです。Kurt 
W.Fischer というハーバード大学の教授が大
変熱心で、この方が中心にお書きになってお
られます。
　ここで、最初日本で始めたのは Brain-Sience 
& Education でした。、それに対して海外では、
どうしてもこの Mind をつけないと駄目なの
ですね。これが東西の文化の非常に大きな違
いの一つだと思っております。つまり、Brain
と Mind は全然別だというふうに、西洋では
考える。それで、Brain-Sience & Education と
するならば私たちは参加できないと、ハーバー
ド大学の心理学者たちからも非常に強く主張
されまして、最後は Mind をつけるという形
になったわけであります。
　非常にラッキーなことに、この学術誌は The Best New Journal Award を受賞しました。これはア
メリカの出版協会から、世界で一冊だけにその年与えられる賞です。多くの分野を架橋・融合するプ
ラットフォームとなるような雑誌が高く評価されたことで、いかにこういう学術誌が重要かという評
図 18
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価の端的な表れかと思います。
　 こ の 写 真 は ハ ー バ ー ド 大 学 の Harvard 
Shool Education、教育学部の研究校の一つ
でもある Ross Institute です。K-12 Boarding 
School と書きました。K-12 とは、K は Kinder-
garten の略、12 はグレード 12、つまり高校
3 年生、6-3-3 全部で 12 の意味です。です
から、幼稚園から高校まで一貫した Boarding 
School、寄宿校で、私はこの学校の諮問委員
を務めています。大変新しい概念の教育を進
めている学校です。
　ここでは創立時点から、共食・食育という
ことを非常に重要視しておりまして、私も行
くたびに大変感銘を受けています。ここの食事を担当している方は、大変しっかりしたフィロソフィー
をご自身でお持ちです。細心の注意で、子どもたちが喜んで、そして食べたいと思って、それでいて
体に良くて、そして子どもたちの成長を助ける、そういう食事をすごく神経を使って、全力を尽くし
て作っています。子どもたちは本当においしく食べていますし、私もここでお食事をすると、本当に
なんか体が健康になるようで、それでいて楽しくお食事ができる。先生も、生徒たち一緒にこうやっ
て食べるわけです。　これはやはり教育の中で、大変重要な視点だと思います。
　この Boarding School はこれだけではなくて、非常に新しいことをやって、最近では、昨年 9 月に
設立しましたけれども、イノベーション・ラボラトリーというのも作りました。そういうお話しはま
た別の機会にさせていただきます。
　これは諮問委員会（Adovisory Board）のメンバーなのですけれども、ご紹介したいのは、全然違う
分野の人たちが一緒に協力しているということです。Damasio A 氏は先回の日本の本田賞の受賞者で
す。脳科学の中では中心的な人物です。それ
から、Battro A 氏は心理学者でやはり心理学
分野の中心的な方です。それから、Sorondo 
M 氏はバチカンから来た方で大司教です。そ
れで大臣です。この Lena P 氏はフランスの天
文学の中心的存在です。
全然分野が違うのですけれども、議論は一点
同じ方向をやはり見ていまして、どうしたら
良い教育ができるか、どうしたら次の世代を
育むことができるか。ここがまさにポイント
になっているわけであります。
　また日本のお話に戻りたいと思います。私
はこの東日本大震災の津波の被災地の現況に大変心を痛めております。本当にもっと何かお手伝いが
できれば良いなあといつも感じながら、現地へ足を運ばせて頂いております。これは去年のお盆休み
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を利用して出かけた時です。本当に復興されて
いない。本当に美しいこの入り江にあった町が、
ここにあるような全部がれき、何も残っていな
い状況です。学校もこういう状況ですね。こう
いう学校、いくらでもあります。
　これは女川です。かなり高い所から立って写し
ております。私の立っている所も人が流された所
ですね。ですから、いかに大きな津波がきたか。
入り江になっていて、ずっと山の方へだんだん標
高が高いのですね。狭まっていきますので、一番
高いところが 40 数メーターまで波が来たと。そういう所であります。
仮設住宅は宮城県内の中にたくさんございます。石巻の仮設住宅にお邪魔をすることがあるのですけ
れども、今とても深刻な問題は男性高齢者の引き籠りです。ですから、お住まいの方たちも大変心を
痛めておられて、何とかしてこの男性高齢者の引き籠り、これを予防できないかということでありま
す。これはまだ私も浅学菲才なので、色々やってみてご指導を頂戴したいと考えているのですけれど
も、予防施策として、茶飲み映画会を現在やる準備をしております。もう機材は全部揃っております
ので、今週か来週からスタートとなります。どういうことかと言いますと、仮設住宅の一室で古い映
画の DVD を観て茶飲み会をする。茶飲み会ですから、まさに共食の延長ですね。何が良いかという
のを色々考えたのですが、やはり山田洋次監督の「男はつらいよ」シリーズなんかが良いのではない
かと思って、私先々週、全部で 8 本ずっと通して観ました。それで中身を確認して、ちょっと問題
がありそうなものは除いて、現地に現在送っております。こういうような、それこそフーテンの寅さ
んみたいな、でも人間として極めて魅力がある、こういう様な映画を観た後ですね、みんなで今でし
たらこたつに入りながら、10 人位でわいわいと、もしもそういうことができたら素敵だなあと思っ
ております。今日のシンポジウムで良いヒントを得たいと期待しています。
　この震災の様な状況、ここから多くのことを学ばさせて頂いております。先ほど申しました私たち
の本当の目的は何か。手段ではなくて、目的とは何か、が重要です。例えばアメリカンドリームとい
うことで、お金をすごく得れば、それで素晴らしい生活ができて幸せになる、そんなことはないです
ね。私の知っている範囲だと、お金をたくさん得た人は、不幸せになっている例が多いです。もう気
の毒なくらいです。名前は言いませんけれども。なぜそうなるかということですね。それは、あくま
でもお金は手段であって目的ではないのですから、当たり前です。
　マズローが「マズローの階層」というのを作っています。多くの方ご存知だと思われますが、これ
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をもう少しですね、物理化学とか脳科学の視
点から書き直してみました。
一番下の階層は、エネルギーの獲得・エント
ロピーの排出という熱機関の基本ですね、そ
れが栄養と水であります。それからセキュリ
ティー確保、安寧と健康。それから社会性・
生殖、これは生物の言葉で書いて申し訳ござ
いませんが、他者関係が非常に重要になって
くるということです。
　　ここから少し、階層的に、質的な変容が
起こります。文化・教養、ここで価値観が現
れてきます。自己実現、社会還元という、こ
の辺りがマズローの階層としても一番上にき
ているわけですね。そうすると衣食住までというのは、これはとてももちろん基本的に大事ですが、
それ以上お金が入ってきても、幸せになるか
どうかはその人によっているということにな
ります。この生存の質、この本当の意味の生
存の質を上げるためには、やはりこの共食、
食育というのも大変に重要な概念として関係
してくると思います。
　例えば、これは東大東洋文化研究所が各国
と合同で、アジアで調査した結果です。研究
者の一人の丘山新教授、今は、もっと精神的
な仕事をしたいということで、東大を自ら辞
職されて新しい生活に入っておられますが、
丘山先生が調査した結果は、物資がそれほど
豊かでなく、国民一人あたりの所得水準の低
い国の方が幸福感、人生の満足度が大きいと
いうこういう結果が出てしまった，と書かれ
ています。
　さらに、これは梅若ソラヤ監督が作った映
画です。彼女は非常に優秀で、能楽師の梅若
家の直系なのですが、同時にプリンストン大
学で比較政治学を学んだ俊英と言える人で
す。まだ 29 歳なのですが、彼女が作ったド
キュメンタリー映画「I am Happy!」、「私は
幸せ！」。これは今、日本でも DVD でもリリー
スされていますし、全米にも放映されました。
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大変興味深い DVD であります。ドキュメンタ
リーフィルムであります。それを、私も何度
も観ているのですが、その中で幸福の要素に
対して、すごく示唆があります。ファベーラ
というブラジルのスラム街で撮られたもので
すね。最初はストリートチルドレン、路上で
生活している子どもたちが、政治体制に関わ
らず、たくさんの国に実際に存在しているの
はなぜか。なぜ政治体制が違うのにストリー
トチルドレンだけはいるのかという、そこが
最初のソラヤさんの疑問点で、それをドキュ
メンタリーでずっと追って行った時に、ファ
ベーラというスラム街で、実はそこにも幸せがいっぱいあるということに気付いたのです。それはま
だ分析している途中ではありますが、私が気付く範囲では、食べるものも困っているし、銃声が映画
の中にも入っている、そういう所なのに、誰かほかの人に役立っているという実感があるときに、そ
の人はその瞬間は少なくとも幸せを感じていますね。目的に向かって邁進中、或いは目的成就の瞬間、
好きなものがありそれをやっている最中、家族や友達に囲まれているという実感、強い感動体験の予
感や記憶、安寧の実感など。こういうことが、その中からいくつか見えてきます。こういうことを考
えながら、人間というのは地球上でどんな存在であって、何を目指して、何を目的として生きていこ
うとしているのかという、その辺のところをこのあと少し、脳科学の視点からですね、お話しをさせ
ていただきたいと思います。
　地球生命圏と人工物による環境問題と書き
ました。この環境問題というのは皆様もよく
ご案内ですが、地球上の生命圏というのは薄
膜で、たった地球の直径の 0.1％しかないと
いうことです。例えば、この上の方にロケッ
トを飛ばして宇宙へ行ったと言いますけれど、
宇宙というのはここから 100 キロメートル先
から宇宙なのですね、たった 100 キロメート
ル先。ということは、新幹線の 100 キロメー
トルだったらあっという間に行っちゃいます
ね。で、人間が住んでいる、人間の周りの空
気の半分は 5000 メーターまでに全部の空気の
半分が存在しているのです。ですから、生物が生きているところは、ごくわずかの薄い、まさにここ
でちょっと見えづらいかもしれないですけど、シャボン玉の膜に我々は住んでいるようなものです。
この認識がとても大事だと思います。その中に人間だけでなく多くの生物が共存している、と。
　それと、食育、共食、特に食育で食べるということがなぜ重要かというと、当然ですけれども生き
るための基本なのです。じゃあ生きる、人間はどういう形で生かされているかということを考えます
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と、この宇宙で考えると、太陽から高いエネ
ルギー、ちょっと難しくなってしまいますが、
低エントロピという乱雑さの指標、乱雑の指
標です。低エントロピの光子、これは秩序だっ
ているという意味になります。そういう光の
粒を得て、そして宇宙へ、今度はエネルギー
が低くなって乱雑さが増した、そういう光の
粒を外へ排出している。廃熱とも言います。
それで一つの熱機関が成立しているのです。
自動車のエンジン、蒸気タービンと同じです。
それですべての生命というのは、その大きな
グランドエンジンみたいなものに全部リンク
している。それから、生命というのは、エネルギーと負エントロピによる、しかも自己再生していく
システムだと、こういう形で読めるわけです。ですから、このエネルギーを得るということ、植物の
場合はまさに太陽光をほぼ直接葉っぱに受けてですね、そこからエネルギーをため込みます。それを
動物が食べる。動物は自分で光を利用できないですから。エンジンで言えば、植物は外から石炭をく
べているような蒸気エンジンで、そこに溜まったエネルギーを取り込んでいるのは、内燃機関つまり
自動車のエンジンのようなものです。効率がずっと上がります。それが動物、というふうにもとれる
わけです。
　さて、人間というものを考えていくときに、
人間に一番近いところ、チンパンジーを考え
ると分かりやすいかと思いまして、比較をし
てみました。チンパンジーと違って人間は、
階層的な文法による言語能力を有する。複雑
な道具を製作し、使用する。積極的な教育を
行う。実はチンパンジーを研究している霊長
類の学者も教育があるのではないかと一生懸
命研究しているのですが、今まだきちんと認
定された理論は出てきておりません。さらに、
慈愛・憎悪などの高次の感情を持つ。それと、
私は未来を考えるということも人間特有だと
いうふうに、最近強く感じております。これは、京都大学の霊長類研究所所長松田先生も、チンパン
ジーとお付き合いしていて、チンパンジーはやっぱり未来を考えていないと、今にしか生きていない
ということを最近おっしゃっています。私は全然別の方から、やはり未来を考えられるのは人間では
ないかと、言語の方からアプローチして、その結論に達しました。
　この生命の進化の中で、遺伝と環境というのが、先ほど申しましたまさに双子研究でも見えてくる
のですけれども、単なるインターラクションというような一方通行ではなくて、遺伝が環境に影響を
与える側面も出てくるのです。特に人間の社会性というのは、周りの社会環境が遺伝子の発現に影
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響するケースが出てきています。今度は、そ
ういう様な形で、遺伝子の発現が変化すると、
その人が構成員となる社会環境が変わってく
る。それで、さらにそこに育まれる子どもた
ちが、また遺伝子の発現が変わってくる。こ
ういうことが分りつつあります。この辺は、
双子研究にさらに期待できるところだと考え
ています。
　この生命というのを一番もとのところから
考え直してみますと、筒なのですね。これは
少し数学的な話で、位相幾何学というのに関
係するのです。話は簡単なことで、ドーナツ
の形を数学的にはトーラスと言うのです。柔らかなドーナツがあって、お餅の様なドーナツでしたら、
それをピューっと横に伸ばすと筒になります
ね。数学的には、位相幾何ではそれは両方と
も同じ形というふうに見なすのです。私たち
の体というのは基本的に筒なのですね。それ
で、体の内側というのは、このエネルギーの
摂取、先ほど申しました乱雑さを外へ捨てて
いくという、それをやる植物系ともいうべき
部分です、そういう代謝に関係したところ。
外側は、動物、動くことに関係して、環境情
報を取得して、それで敏速に適応行動すると。
ですから神経系もこの外側に属してくるので
す。
　これは単なる仮説ではなく、実際に見てみ
るとよく分かります。これは私のおなかを
MRI で写したものであります。一方、お魚を
お刺身で食べる前に輪切りにして、写してみ
たのがこちらです。数学的にみると同じなの
ですね。人間は腸を畳み込んでいます。この
辺が腸で、口から肛門まで、これは外界のパ
イプが一本、体の中を通っているということ
です。で、その周辺が先ほど申しました代謝、
栄養に関する代謝に直接影響している。人間
も魚もそういった意味で同じで、こうやって
見てみますと、内臓を抜いちゃうとまさにこ
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こが空洞なわけですね。これは、最初に卵子が受精してそして卵割を起こして、だんだんだんだん形
ができてきますが、その時の基本的な数学的な形状というのを、実際に大きくなるまで、個体が成熟
するまで保っているという、そういう現象からできてくるわけです。ですから外胚葉からできてくる
皮膚と、それから神経系、最終的には脳、全部起源は一緒なのですね。ですから感覚器もそうですから、
ミミズの場合は肌で光を感じます。皮膚で感じているわけですね。目の代わりです。
　それから、例えばサメは、3 億年くらい前からずっと同じような感じで、今も生存して、たくさん
の種類がいます。古代ザメというのもいるわ
けですけれども、カンブリアの頃に最初に魚
の原型のようなものが出てきて、5 億年くら
い前ですけれど、5 億年ちょっと前ですね。
それで、今もサメは古くから同じ様な状況を
維持してきている。
　人間も実はですね、このサメのえら、えら
というのは水の中から酸素を得て、先ほどの
エネルギーの代謝を行います。途切れるわけ
にはいかないですから、これは自律系ではな
いわけですね。自律的に動いているわけです。
それに対してひれというのは、どこか行きた
いところへ行くために、一生懸命ひれを動かすわけですね。その後私たちの手足に進化していくわけで
すから、そちらの方は随意筋なのです。一方、えらの不随意筋が、私たちの顔の周りとなり、いまだに
その原型が残っているのですね。ですから、この顔の周りというのはもともと付随意筋由来ですから、
ポーカーフェイスをしようと思っても、なかなか上手くできない、ばれちゃうというのも、この辺が理
由かなあとちょっと思ったりもしております。
　足の親指の進化をみてみると、これも興味
深いです。サルと人間と胎児のときは同じよ
うです。ところがお互い大人になると、特に
足の親指、サルの場合はこういう形ですけど、
大人の場合はぐっと太くなって大きくなって
います。これは二律歩行ということにも関係
していて、しかも前に出るときは親指を踏ん
張って前に出ますね。ですからこれは、意欲
とかそういうことにも実は関係していて、赤
ちゃんのはいはいにも関係してくる。それか
ら、発達障害のときに、この親指の辺りに色々
と症状が出やすいということも知られているわけです。
　これは大変優れた比較生物学の三木先生のお仕事であります。骨学を専門としておられました。受
胎のこれは 35 日。それからずっと進んで 32 日ですね、その時の胎児の前から見たちょうど正面か
らの顔です。これがだいたい 4 億年前の生物と非常に近いものがあるのですね。それから受胎の 35 日、
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約 2 億年前に非常に似た種が存在しています。それから 1 億 5 千万年前に相当するところ。それから
受胎の 38 日。この顔をよく見ていくと進化の様子、これが実は胎児の中で繰り返されているという
ことが見えてくるわけであります。
　それで生まれてくる胎児は一番最初はまず愛着ですね。他者が信頼できるという確信の原点、これ
がとても大切な話になります。養育者（多くは母親）への信頼、これはまさに社会性形成の出発点と
なります。
　そして、脳の構造というのは、この図のよ
うに進化しておりまして、この中のこの脳幹
という中心部、一番奥のところ、これは爬虫
類の脳とほとんど似た形をしております。脳
幹は生命を維持する脳であって、その周りに
古い皮質、これは本能関係、生きる力を駆動
する脳。そして、一番外側に新しい皮質、よ
りよく生きるための脳というのが進化してき
たわけであります。ですから、感覚のほかに、
この知性に相当するところは、一番最後の新
しい皮質、人間が非常に進化させて、例えば
道徳なんかはこの辺の前頭前野に関係すると
いうことも分ってきているわけです。そして、感性はこの奥の本能的な古い皮質と新しい皮質の両方
が関係している。ですから、この感性的なもの、意欲のようなもの、本能的なもの、それがあっては
じめて知性をうまく活用できる。逆はいかないのですね。いくら頭に知育で詰め込んでも、意欲がな
ければ宝の持ち腐れです。それから、これからの教育でもすごく大事なことは、内側の意欲を司る部
分を、きっちりと小さい時から育てることが重要だと思います。
　もう一つ重要なのは、人間行動でベースになっているのが報酬ということ。快と不快。これはもう
半世紀前にネズミで実験が行われてます。側座核というところに電極を埋めて、そしてネズミがこの
図 36 図 37
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レバーを押すと自分の側座核の近くに電流が
流れて、刺激するわけです。そうすると、快
の中枢ですから恍惚とするわけですね。そう
するとこのネズミは次にどうするかというと、
刺激が続かないとそのまままた元に戻っちゃ
いますから、また快感が欲しくてまたレバー
を押す。そうするとこの刺激は非常に強いの
で、（食べ物でおいしいものを食べた時の快感
よりもっと強いので）、レバーを何度も押し続
ける。眠るときの心地よさよりもさらに強い
ので押し続ける。死ぬまでレバーを押し続け
る。こういうことが起こって、これは麻薬の現
象に近いわけで、人工的に快を求めるとここま
での現象が起こってしまうということです。
　先ほどもお話ししたように、人間の原型とい
うのがすごく古くて、ナメクジウオと考えられ
ています。今も湘南の海で、例えば油壺でこう
いうのは採取されるのですけど、このナメクジ
ウオは人間の先祖であるということがここ最近
分かってきたのです。比較的最近、2008 年の
ネイチャー誌に発表されています。遺伝子のう
ちの 60％がヒトと共通と。ですから、遺伝子
が私たちの全部を、設計図の様な形で、遺伝子
によって全部作りあげられているのではなく
て、環境からいかに影響されているかという
ことも合わせて、大変示唆に富んだ話です。
　特に、快と不快について重要な一つは、行
動の羅針盤になっているということです。い
かに生き延びるかというための羅針盤です。
例えば、おいしいにおいがしてきた、そした
ら我々はそちらへ近づきたくなる。どの生物
も同じですね。この心地よいにおい、そちら
へ近づくと栄養物がとれる、最終的には生き
延びられる。それから、悪いにおいだったり、
或いは苦いもの、そういうものからは逃れる。
そうすると、それもやはり生存に対しては有
利になる。ですから、快と不快というのは、
生存の羅針盤として、本当に原初的な動物から人間まで、一貫しているものだと思います。
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　この辺の神経に関する人間についての研究
は始められたところで、まだ十分に分かって
いないことが多いのです。が、他の動物では
かなりやられています。でもそういうことが
だんだん分かってきたのは、この快が得られ
るという、つまり報酬ですね、それが得られ
るというのを、動物はすぐ先に得られないと、
もう未来を考えていることができないですか
ら、すぐ先のことでないと効果がない。だか
らおサルさんが上手く芸ができたら、すぐ食
べ物を与えて喜ばせないと、もう一度やろう
としないわけですね。でも人間は未来が予測
できる。かなり的確に予測できることもあっ
て、或いは非常にはっきりと感じることがで
きる。だからずいぶん先のことで起こること
でも、それが素晴らしいことだったら、今も
うすでに幸福感を感じることすらできるわけ
ですね。その快感を求めて、基本的には、自
分の行動を決めていく。それが、すべての生
物に共通することだと思います。そういうこ
とから、この幸福感の発生機序というのも、
この報酬系に大変リンクしているわけで、こ
れから少しずつ明らかになると思います。
　先ほど申し上げましたように、脳科学と教
育について、新しい仕事が出てきました。こ
れは定藤教授のグループが一生懸命やって下
さって、Neuron 誌に発表され、今世界でも注
目されている研究結果であります。喜びを感
じる、快感を感じる、これが報酬によって快
感を感じるところが、尾状核・被殻というと
ころであるということは、すでに動物実験で
分っていました。おサルさんがバナナをもらっ
た時に活性化するのもこの場所です。動物へ
のご褒美。今度の発見は人間への金銭や名誉、
特にこの金銭は先行研究があるのですが、精
神的な名誉、例えば、あなたはとても信頼で
きる人だ、そういうふうに言われたら私たち
図 42
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嬉しくなりますね。そういう時に働く場所が、おサルさんがご褒美にバナナをもらった時に働く場所
と同じだということが分ってきたわけです。まったく同じというわけではないのですが、それが人間
の場合は基本的には同じ場所で、さらにそこに色々と新しいものが付加されたと。そういうふうに考
えるべきだと考えております。
　実はこれはすごく大事なヒントを色々と我々に与えてくれます。例えばですけれども、もちろんお
いしいものを食べた時には同じところが働きますけれども、自分が損をする場合でも、相手がすごく
喜んでくれた時に、私たちは嬉しくなりますね。ここがやっぱり働いているのです。ですから自分が
損をしても、誰かの役に立つと。そういうことをして、嬉しくなる。これはですね、人間としてすご
く大事な感情であって、それを小さい時から育むということは、これからの社会でますます重要にな
るのではないかと考えています。
　感動した時の脳活動です。島皮質が関係す
ることが、ごく最近のデータで分ってきまし
た。これはマックスフランクの Turner さんが
最初のデータを送って下さいました。感動し
た時、これは音楽を聴いて感動した時ですが、
ここの島皮質というところが活性化していま
す。ここは体の色々なところからの情報を集
約しているところだということが最近分かっ
てきたのです。つまり、我々が感動すると、
胸がときめいたり、或いは涙が出たり、そう
いう情報が実はこの島のところに集約されて
いるのです。ですから、感動というのは脳だ
けの話ではなくて、脳と体が共鳴するとき、その時に起こる現象だということもだんだんと分ってき
ました。
　もう最後、時間になってまいりましたので、
結論を言わしていただきたいと思います。今
脳科学の中でやられていることは、一つの脳
しか研究していないのですね。動物実験でも
ほとんど一つの脳です。脳を開いて研究する
場合ですね。それから人間の場合も、ファン
クショナル MRI とか新しいイメージング技
術が出てきて、我々もずっとやってきており
ますが、やっぱり一人しか入れない。でも、
人間が大事なのは、ほかの人たちとどういう
ふうに交流ができるか、ほかの人と相互作
用しているときには、脳はどういうふうに
動いているのかと、ここが実は本当に大事なところのはずなのですね。そこの研究をしたい。でも道
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具がない。それで、今道具をいくつか作りました。割とコンパクトな装置でですね、動きながら脳の
働きを見られる。そうすると、これは指導者と学習者、教えているときに二つの脳がどういうふうに
相互作用しているかと、そういうのが見られるようにです。それを今一生懸命やっているところです。
　これはその一例です。道成寺という能の名
作、能のお好きな方でしたら大変詳しくご存
じのはずなのですが、その中に乱拍子という
のがあります。拍子が乱れるだけではなく、
ある音から次の音まで 30 秒近く沈黙の期間
があるのです。30 秒ぐらいあります。そうい
うのが何回か出てくる。でもこのシテといわ
れる方が、足なのですけど、この足の指をそ
の沈黙の大変緊張した後に、ちょっと上げる。
その瞬間に、後ろにいる小鼓の人がパーンと
ですね、瞬間に小鼓をいれるのですね。それ
が同時なのです。どうして見えていないのに
どうして 30 秒たったときに同時に合わせられ
るか。これは未だに不思議ですし、能楽師の
方も不思議だねとおっしゃいます。ただ、大
変緊張しますので、このリハーサルは通常い
たしません。もう疲労困憊して、本番ができ
なくなっちゃうからです。このものズバリは
まだ実験できていないのですが、似たものを
シミュレーションとしてやった結果をすでに
発表いたしました。それで分かったことなの
ですが、お互いにある時点を予測しながら、
お互いにだんだん、そのタイミングが上手く
合わせられるようになると、そうすると脳の前頭前野の活動のパターンがだんだん接近してくると、
そういうことが分りました。まだやっと第一歩なのですけど、こういう様な研究をスタートすること
によって、人間と人間との関係というのがだんだん分ってくるようになると考えております。
　そして最後のスライドです。これはずいぶん前に首相官邸からのご依頼で、首相はお忙しいので、
一枚だけ教育の重要性について書いて持ってきなさいということで、その時に書いたものをごく一部
修正したものです。日本の特殊事情として、乏しい天然資源、高い人口密度が狭い領土の中にござい
ます。日本語というかなり特殊な言語。ですから、私たちの置かれた立場というのはとても特殊なの
です。さらに小数化と少子化と高齢化が進んでいます。ですから今、次世代の育成策というのがとて
も重要になっています。そこで、考えられるのは当然ですが、頭脳立国という形。つまり、頭脳しか
我々資源としてないわけですね。それから社会環境激変へ、どう対応していくか、最初にお話しした
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ことであります。その結果、日本が一
番早くにそういう新しい課題に直面し
ていますから、その結果を日本から世
界へ発信してお役にたつ。さらに、人
を思いやれる世代。そういう世代を育
む必要がある。それには文化多様性と
いうのをきちんと理解ができる。自分
と考えが違っても、違う考えの人を尊
敬することができる。そして日本の戦
略としては、世界に資する教育国家と
いうのを目指すのが一つの方向だと今
でも考えております。徳育・知育・体
育・食育、さらに米 100 俵というです
ね。大変素晴らしい実際の例が残って
います。人的資源の最大活用しか、日本はこれからとる道はないと思うわけでありまして、最終ビジョ
ンとしましては、人的資源を最大に活用して、世界から尊敬される国になるという。これが一つの我々
の目指す方向ではないかと考えております。
　どうも長い間ご清聴ありがとうございました。
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大河内記念賞 (2004)、大河内記念技術賞 (1977, 2000)、R&D100 賞 ( 米国 )(2002)、
日本化学会学会賞 (2013) 他
著作等：
著書に『脳は出会いで育つ：「脳科学と教育」入門』青灯社 (2005)、『脳の科学史』角
川ＳＳ新書（2011）、『脳科学の真贋』日刊工業新聞社（2011）、『童の心で：歌舞伎と
脳科学』（市川團十郎と共著）工作舎（2012）
編著書に『環境計測の最先端』三田出版会 (1998)、『脳図鑑２１』工作舎 (2003)、『科
学する心を育む』小学館（2007）、『脳科学と芸術』工作舎（2008）、『脳科学と学習・
教育』明石書店（2010）、『乳幼児のための脳科学』かもがわ出版（2011）他
小泉英明　略歴
東京大学教養学部基礎科学科卒業 
( 株 ) 日立製作所那珂工場入社
東京大学理学博士 ( 偏光ゼーマン原子吸光法の創出 )
( 株 ) 日立製作所中央研究所　主管研究員
( 株 ) 日立製作所基礎研究所　所長 
( 株 ) 日立製作所中央研究所・基礎研究所　主管研究長
( 株 ) 日立製作所研究開発本部　技師長
( 株 ) 日立製作所　役員待遇フェロー
